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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の仮想コントローラを用いて、産業用システムの動作をシミュレートするシミュレ
ーションシステム内の１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非
一時的で有形のコンピュータ可読媒体であって、
　前記命令は、
　　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、前記シミュレーションシステム内のシミ
ュレーションステップを実行するシミュレーション命令を、シミュレーションエグゼクテ
ィブから受信する命令であって、前記産業用システムの動作は、前記シミュレーションス
テップを実行した結果に少なくとも部分的に基づいて制御される、命令と、
　　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、前記シミュレーションステップの実行を
用いるために、前記複数の仮想コントローラから第１の仮想コントローラのサブセットを
決定する命令であって、前記複数の仮想コントローラのうちの少なくとも１つは、異なる
実行期間を有する、命令と、
　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、前記第１の仮想コントローラのサブセット
が、１つまたは複数の従前のシミュレーションステップの実行を完了したか否かを判定す
る命令と、
　　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、前記第１の仮想コントローラのサブセッ
トが前記シミュレーションステップを並列に実行可能にするために、前記第１の仮想コン
トローラのサブセットが前記１つまたは複数の従前のシミュレーションステップの実行を
完了すると、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれに前記シミュレーショ
ンステップの実行を開始するように命令する命令と、
　　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、前記シミュレーションエグゼクティブが
、前記シミュレーションステップの実行が完了されたか否かにかかわらず、前記シミュレ
ーションステップの直後に、次のシミュレーションステップの実行を前記シミュレーショ
ンシステムに命令で可能にするために、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれ
ぞれで前記シミュレーションステップが開始されると、前記シミュレーションエグゼクテ
ィブに開始完了ステータスを送信する命令と、
　を含む、
コンピュータ可読媒体。
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【請求項２】
　前記命令する命令は、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれに、別個の
コンピューティングスレッドにおいて、前記シミュレーションステップを始動させる命令
を含む、請求項１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３】
　前記命令する命令は、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれに、別個の
処理コアにおいて、前記シミュレーションステップを始動させる命令を含む、請求項１に
記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４】
　前記命令する命令は、前記第１の仮想コントローラのサブセットに、前記シミュレーシ
ョンステップを順次始動させる命令を含む、請求項１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、前記１つまたは複数の従前のシミュレーシ
ョンステップの結果に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の仮想コントローラのサブ
セットが前記シミュレーションステップを実行可能にするために、前記シミュレーション
命令を受信したときに、共有メモリから前記１つまたは複数の従前のシミュレーションス
テップの結果を前記第１の仮想コントローラのサブセットが読み出す命令を含む、請求項
１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、第２の仮想コントローラのサブセットが前
記シミュレーションステップの結果に少なくとも部分的に基づいて、前記次のシミュレー
ションステップを実行可能にするために、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそ
れぞれが、前記シミュレーションステップの結果を共有メモリに書き込む命令を含む、請
求項１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のプロセッサを用いて、前記複数の仮想コントローラに、前記シミ
ュレーションステップ、前記１つまたは複数の従前のシミュレーションステップ、前記次
のシミュレーションステップ、またはこれらの組み合わせを、前記産業用システムの動作
とは非同期で実行させる命令を含む、請求項１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項８】
　複数の仮想コントローラを用いて、産業用システムの動作をシミュレートするシミュレ
ーションシステムを動作させる方法であって、
　前記シミュレーションシステム内の仲介物を用いて、前記シミュレーションシステム内
のシミュレーションステップを実行するシミュレーション命令を、シミュレーションエグ
ゼクティブから受信するステップであって、前記産業用システムの動作は、前記シミュレ
ーションステップを実行した結果に少なくとも部分的に基づいて制御される、ステップと
、
　前記仲介物を用いて、前記シミュレーションステップの実行を用いるために、前記複数
の仮想コントローラから第１の仮想コントローラのサブセットを決定するステップと、
　前記仲介物を用いて、前記第１の仮想コントローラのサブセットが、１つまたは複数の
従前のシミュレーションステップの実行を完了したか否かを判定するステップと、
　前記仲介物を用いて、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれが前記１つ
または複数の従前のシミュレーションステップの実行を完了すると、前記第１の仮想コン
トローラのサブセットのそれぞれに前記シミュレーションステップの実行を開始するよう
に命令するステップと、
　前記仲介物を用いて、前記シミュレーションステップの実行が完了されたか否かにかか
わらず、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれで前記シミュレーションス
テップが開始されると、前記シミュレーションエグゼクティブに開始完了ステータスを送
信するステップと、
を含む、方法。
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【請求項９】
　前記命令するステップは、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれに、別
個のコンピューティングスレッドにおいて、前記シミュレーションステップを始動するよ
うに命令するステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記命令するステップは、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれに、別
個の処理コアにおいて、前記シミュレーションステップを始動させるように命令するステ
ップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記仲介物を用いて、第２の仮想コントローラのサブセットが前記シミュレーションス
テップの結果に少なくとも部分的に基づいて、前記次のシミュレーションステップを実行
可能にするために、前記第１の仮想コントローラのサブセットのそれぞれが、前記シミュ
レーションステップの結果を共有メモリに書き込むように命令するステップを含む、請求
項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記仲介物を用いて、前記１つまたは複数の従前のシミュレーションステップの結果に
少なくとも部分的に基づいて、前記第１の仮想コントローラのサブセットが前記シミュレ
ーションステップを実行可能にするために、前記シミュレーション命令を受信したときに
、共有メモリから前記１つまたは複数の従前のシミュレーションステップの結果を前記第
１の仮想コントローラのサブセットが読み出すように命令するステップを含む、請求項８
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記仲介物を用いて、前記複数の仮想コントローラが、前記シミュレーションステップ
、前記１つまたは複数の従前のシミュレーションステップ、前記次のシミュレーションス
テップ、またはこれらの組み合わせを、前記産業用システムの動作とは非同期で実行する
ように命令するステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　産業システム内の機器の動作を制御する複数のコントローラを備える制御システムと、
　前記制御システムの通信可能に結合され、前記産業システムの同長をシミュレーション
するシミュレーションシステムと、
を備える産業システムであって、
　前記シミュレーションシステムは、
　　前記シミュレーションシステムの動作を調整するように構成されるシミュレーション
エグゼクティブと、
　　複数の仮想コントローラであって、前記複数の仮想コントローラのそれぞれが、前記
複数のコントローラと前記機器の任意の組み合わせの動作をモデリングしたモデルを用い
るように構成された、複数の仮想コントローラと、
　　前記シミュレーションエグゼクティブおよび前記複数の仮想コントローラのそれぞれ
に通信可能に結合された通信インタフェースと、
　を含み、
　前記通信インタフェースは、
　　シミュレーションステップを実行するシミュレーション命令を、シミュレーションエ
グゼクティブから受信し、
　　第２の仮想コントローラのサブセットが従前のシミュレーションステップの実行を続
けている間に、第１の仮想コントローラのサブセットに前記シミュレーションステップの
始動するように命令し、
　前記シミュレーションステップの実行が完了されたか否かにかかわらず、前記第１の仮
想コントローラのサブセットのそれぞれで前記シミュレーションステップが始動されると
、前記シミュレーションエグゼクティブに開始完了ステータスを送信する
　ように構成される、
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産業システム。
【請求項１５】
　前記モデルが、
　前記産業システム内の前記機器の動作をモデリングするように構成されたコンポーネン
トモデル、
　前記複数のコントローラのうちの少なくとも１つの動作をモデリングするように構成さ
れたコントローラモデル、
　前記産業システム内のプロセスの動作をモデリングするように構成されたプロセスモデ
ル、または、
　これらの任意の組み合わせ
を含む、請求項１４に記載の産業システム。
【請求項１６】
　前記シミュレーションシステムはマルチスレッド式プロセッサを備え、
　前記第１のサブセットのそれぞれが、前記マルチスレッド式プロセッサの別個のコンピ
ューティングスレッドにおいて、前記シミュレーションステップを実行するように構成さ
れている、請求項１４に記載の産業システム。
【請求項１７】
　前記シミュレーションシステムはマルチスレッド式プロセッサを備え、
　前記第１のサブセットのそれぞれが、前記マルチスレッド式プロセッサの別個の処理コ
アにおいて、前記シミュレーションステップを実行するように構成されている、請求項１
４に記載の産業システム。
【請求項１８】
　前記複数のコントローラのそれぞれに通信可能に結合された共有メモリを備え、
　前記第１の仮想コントローラのサブセットは、
　　前記シミュレーションステップの実行の完了後に、前記シミュレーションステップの
実行結果を前記共有メモリに格納し、
　　前記シミュレーションステップの実行前に、前記共有メモリから従前のシミュレーシ
ョンステップの実行結果の少なくとも一部を取得する
　ように構成されている、
請求項１４に記載の産業システム。
【請求項１９】
　前記複数の仮想コントローラは、前記産業用システムの動作とは非同期で、前記産業用
システムの動作をシミュレーションするように構成される、請求項１４に記載の産業シス
テム。
【請求項２０】
　前記産業用システムが、ガスタービンシステム、ガス化システム、蒸気タービンシステ
ム、風力タービンシステム、水力タービンシステム、発電システム、統合ガス化コンバイ
ンドサイクルシステム、またはその任意の組合せを含む、請求項１４に記載の産業システ
ム。
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